福井県におけるジフテリア・百日咳・破傷風の抗体価調査から
見えてきたこと
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【はじめに】感染症流行予測調査の目的は、集団免疫の現況把握および病原体の検索等の調査を行い、かつ、各種疫学情報と併せて検討することにより、効果的な予防接種事業の運用および長期的視野に立った疾病の流行予測をすることである。ジフテリア、破傷風および百日咳の抗体保有状況調査については5年に一度、全国の数カ所の自治体で実施されている。なお、前回の平成15年度からは全年令層で実施されるようになった。
【調査方法】「平成20年度福井県感染症流行予測事業調査実施要領」に従い、県内の3医療機関から165検体を採取した。検査方法は感染症流行予測事業検査術式（平成14年6月）に従い実施した。ジフテリアは細胞培養を用いたカラーチェンジ法、百日咳抗百日咳毒素（PT）抗体および抗繊維状赤血球凝集素（FHA）抗体は市販キットを用いたELISA法、百日咳菌凝集素価は凝集反応法および破傷風は市販キットを用いて、間接凝集反応法で実施した。
【結果】(1)ジフテリア：感染防御レベル0.1IU/mL以上の抗体陽性率は1～29才では77～86%であったが、0才では16.7%、30歳以上では年令区分が高くなるに従って低下していた。(2)百日咳：抗PT抗体価10EU/mL以上の抗体陽性率は30～39才では0%、0～4才では20%以下と低かったが、それ以外の年令区分では29～60%であった。抗FHA抗体価では0才では33%、30才以上では38～54%と他の年令区分に比べ低かった。凝集素価の分布は山口株および東浜株ともに凝集素価160をピークとした分布を示した。(3)破傷風：0.01IU/mL以上を示した抗体陽性率は0～39才では70～100%と高かったが、40才以上では26%以下と低かった。
【考察】1～29才では、3疾患に対する抗体陽性率は高く維持されており、DPT三種混合ワクチン接種の効果が現れていると考えられ、ワクチン接種の重要性が確認された。3疾患の国内外の発生状況を踏まえると、いずれの疾患についても乳幼児への予防接種を確実に実施することは重要であるが、30才以上において百日咳に対する抗体価が低いなど、抗体陽性率の低い年令層へもワクチン接種の必要があると考えられた。

